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はじめに  

（編集中）  



 

◇ビジョン施策のこれまでの振り返り 

平成 30 年に策定したビジョンでは、以下に⽰す（図●︓基本⽅針と基本施策の⼀覧表）のように基本⽅

針と基本施策を定めていました。各基本施策について、策定後の振り返りを（表１︓基本施策の実施状況） 

にて整理を⾏いました。 

また、重点施策については、（図●●●︓重点施策個表）にて過去の経過及び今後の予定をまとめていま

す。中間評価は下記のように分類しています。 

A ︓2022 年度（R4）までに実績があり、予定通り進捗している

B ︓2023 年度（R5）以降に計画しており、予定通り実施予定 

C ︓2022 年度（R4）までの取組から、2023 年度（R5）以降の計画を⾒直す必要がある

図● 

 

 
 



表１︓基本施策の実施状況 

 
 



図●●●︓重点施策個表 

 
 

 
 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 



 

◇施策振り返りのまとめ 

平成 30 年に策定したビジョンでの各基本施策について振り返りをここまで⾏ってきました。平成 30 年 

から令和 4 年においては、本格的な施設更新の準備段階ということもあり、基本施策の中では、まだ始ま

っていないものも多くありました。既に実施した施策としては、コンビニ収納の導⼊や●●、××などがあり

ます。 

・・・・ 

今後、屋形⼭の耐震⼯事など⼤きな事業に着⼿していく予定となっています。 

  

    



 

◇投資財政計画 

 

1.投資・財政計画（収⽀計画）の試算 

・H30年度⽔道ビジョン兼経営戦略として作成していた収⽀計画を⾒直す（経営戦略の改定） 

・GL等に基づき、改定時から10年（R5〜14）を新たな算定期間に設定 

・ 

 

（１）収益的収⽀ 

・＜当初予測(H30-39)＞ 

・市将来⼈⼝は減少傾向予測(社⼈研)。⽔需要の減少に伴う営業収益の減少 

・材料燃料コスト⾼騰。営業費⽤の増加 

・令和３年度で、3条単年⾚字となり、以降も悪化予想 

・＜実績部分(H30-33)＞ 

・実績はR3決算まで 

・ 

・＜R5改定(R5-14)＞ 

・R5年度早々に話を持って⾏くのでR4決算値は予算値ベースor決算⾒込ベース 

・（12⽉議会で料⾦改定しているなら）R5年度より⽔道料⾦収⼊は平均約15％増額改訂 

・R4年に⼊って物価上昇が加速（短期的なインフレ率上昇により●●、⻑期的なインフレ率年1.0％加味） 

 

①営業収⼊（収益的収⼊） 

ア 給⽔収益 

・全国的に⼈⼝減少傾向。本市においても減少傾向 

・節⽔意識の⾼まり、節⽔型家電製品の普及による⽔需要減少 

・給⽔⼾数・・・ 

・有収⽔量・・・ 

・コロナ禍での⼀時的な巣籠需要 

・ 

 

・参考：給⽔収益の推移（千円） H30〜R3 

年度 H30 R元 R2 R3 R4 累計 

⽔道ビジョン計画値 736,867 738,610 734,002 733,496 730,715 2,942,975 

決算値 744,475 750,312 763,789 752,456  3,011,032 

計画値と決算値の差 7,608 11,702 29,787 18,960  68,057 

 

・参考：有収⽔量の推移（千㎥） 

年度 H30 R元 R2 R3 R4 4年平均 

決算値 5,023 5,019 5,087 4,999  5,032 

 

・参考：対前年度⽐（％） 

年度 H30 R元 R2 R3 R4 4年平均 

給⽔収益 100.0% 100.8% 101.8% 98.5%  100.3% 

給⽔⼾数％計算⽤ 23,390 23,422 23,410 23,375   

給⽔⼾数 100.9% 100.1% 99.9% 99.9%  100.2% 

有収⽔量 99.4% 99.9% 101.4% 98.3%  99.7% 

⾏政区域内⼈⼝％計算⽤ 52,525 51,910 51,321 50,622   

⾏政区域内⼈⼝ 98.9% 98.8% 98.9% 98.6%  98.8% 

 

イ そ の 他 

・雑収益のうち主なものについて、次のとおり⾒込みます。 

項⽬ 内容 

他会計負担⾦ 消⽕栓維持管理費負担⾦ 毎年度●●千円を計上 

雑収益 督促⼿数料 毎年度●●千円を計上 



 

②営業外収⼊（収益的収⼊） 

ア 補 助 ⾦ 

・他会計繰⼊⾦について、次の通り⾒込みます。 

項⽬ 内容 

児童⼿当に要する経費分 毎年度●千円を計上 

他会計補助⾦ 閉⼭炭鉱⽔道事業利⼦補給分 R●年度●千円（以降、毎年●千円ずつ漸減で計上） 

 

イ ⻑期前受⾦戻⼊ 

・これまでに取得した資産のうち国庫補助⾦の繰延収益を充当している償却資産の減価償却にあわせ収益化し、今後取得する資産についても同様の考えで⾒込みます。 

 

ウ そ の 他 

・雑収益について、次の通り⾒込みます。 

項⽬ 内容 

下⽔道料⾦徴収事務負担⾦ 毎年度●●千円を計上 

⾏政財産使⽤料 毎年度●●千円を計上 

 

③営業費⽤（収益的⽀出） 

ア 原⽔及び浄⽔費、配⽔及び給⽔費、総係費 

・動⼒費、修繕費(材料費含む)、その他のうち主なものについて、原⽔及び浄⽔費から総係費までの内数として次の通り⾒込みます。 

項⽬ 内容 

動⼒費 毎年度●千円を計上 

修繕費(材料費含む)  

委託料  

受⽔費、ダム負担⾦  

その他の経費  

⼈件費  

・参考：⼈件費の推移（千円） H30〜R3 

 

 

←H29で⼀時的に総務課1減になりビジョンが厳し⽬になった反動か？ 

 

イ 減価償却費 

・これまでに取得した固定資産の減価償却費の予定額に建設改良費をもとに今後取得する固定資産分の減価償却費⾒込額を⾒込みます。 

 

④営業外費⽤（収益的⽀出） 

ア 企業債利⼦償還⾦ 

・これまでに借り⼊れた企業債の元⾦償還予定額と今後借り⼊れる企業債の元⾦償還⾒込額の合算額を⾒込みます。 

今後借り⼊れる企業債については、現⾏と同様に低利による⻑期償還を安定して⾒込むことができる公的資⾦（財政融資資⾦、地⽅公共団体⾦融機

構資⾦）を活⽤するものとし、耐⽤年数等に応じて、償還期間30年および15年（いずれも据置期間なし）の元利均等償還、利率は30年債は年1.5％、

15年債は年0.8％とします。 

 

イ 雑 ⽀ 出 

・●千円を毎年度同額で計上します。 

年度 H30 R元 R2 R3 R4 累計 

⽔道ビジョン計画値 42,385 42,597 42,810 43,024 43,239 170,816 

決算値 49,478 50,722 44,414 45,978  190,592 

計画値と決算値の差 7,093 8,125 1,604 2,954  19,776 

 



 

（２）資本的収⽀ 

・＜当初予測(H30-39)＞ 

・令和３年度で、3条単年⾚字となり、以降も悪化予想 

・資本的収⽀の財源不⾜額の補填財源が捻出できず令和6年度には資⾦不⾜となり、事業運営ができなくなるという厳しい⾒込としていた。 

・アセットマネジメント実施前であり、⼯事費は設置後経過年数からの概算 

・＜実績部分(H30-33)＞ 

・実績はR3決算まで 

・コロナ巣ごもり需要により、収益的収⽀がやや好転しています。 

・アセットマネジメント実施、想定より●●（施設の⽼朽化進⾏していた、でいい？） 

・＜R5改定(R5-14)＞ 

・R5年度早々に話を持って⾏くのでR4決算値は予算値ベースor決算⾒込ベース 

・アセットマネジメント結果に基づく更新計画により⼯事費を試算 

 

①投資財源（資本的収⼊） 

ア 企 業 債 

・企業債の対象外となる事業費を⼀定額⾒込んだうえで、建設改良費から国庫補助⾦、消⽕栓の設置に伴い要する経費としての⼀般会計繰⼊⾦を控除した額を企業債充当

対象額とします。今後借り⼊れる企業債については、現⾏と同様に低利による⻑期償還を安定して⾒込むことができる公的資⾦（財政融資資⾦、地⽅公共団体⾦融機構資 

⾦）を活⽤するものとし、耐⽤年数等に応じて、償還期間30年および15年（いずれも据置期間なし）の元利均等償還、利率は30年債は年1.5％、15年債は年0.8％としま

す。災害時等不測の事態に備え、給⽔収益の半年分の現⾦を保つように、かつ現⾦過剰とならないように充当率を調整します。 

 

イ 国庫補助⾦ 

・建設時補助分については、シビア予測で0計上（現状管路でついても年20,000千円ほど。重要管路の対象は限られている） 

 

ウ 他会計補助⾦ 

・閉⼭炭鉱⽔道事業元⾦償還分 R●年度●千円・・・ 

・平⼭簡⽔償還補助 R●年度●千円・・・ 

 

エ 他会計負担⾦ 

・消⽕栓設置負担⾦ R●年度●千円・・・ 

 

②投資費⽤（資本的収⼊） 

ア 建設改良費 

・アセットマネジメント結果に基づく更新計画により⼯事費を試算｛投資の平準化、3条4条併せた効率化(予防保全加味)、健全度維持⽬標｝ 

・物価上昇を考慮し、●●・・・（経営戦略改訂の要件） 

・ 

 

イ ⼈ 件 費 

・包括委託導⼊の際に、既に⼈員を⼤幅に縮⼩しており、これ以上の減員は事業の安定的な運営に⽀障をきたす恐れあり。 

・現状の⼈員数で想定 

 

ウ 企業債償還⾦ 

・これまでに借り⼊れた企業債の元⾦償還予定額と今後借り⼊れる企業債の元⾦償還⾒込額の合算額を⾒込みます。 

今後借り⼊れる企業債については、現⾏と同様に低利による⻑期償還を安定して⾒込むことができる公的資⾦（財政融資資⾦、地⽅公共団体⾦融機構資⾦）を活⽤する

ものとし、耐⽤年数等に応じて、償還期間30年および15年（いずれも据置期間なし）の元利均等償還、利率は30年債は年1.5％、15年債は年0.8％とします。 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 



  

収⽀計画  

｛編集中。H30-39(44)｝  

↓は参考：H30 当初版  

 
 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

経営⽐較分析表  

（R5.1 総務係作成⾒込） 

R3 年度決算案  
 

経営比較分析表（令和3年度決算） 
 

熊本県 荒尾市 

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 

法適用 水道事業 末端給水事業 A5 自治体職員 

資金不足比率(％ ) 自己資本構成比率(％)  普及率(％ ) 1 か月20ｍ
3 
当たり家庭料金( 円)  

- 59.53 95.83 2,750 

 

分析欄 

  

     
1. 経営の健全性・効率性 

     

  
①経常収支比率(％) 

 
②累積欠損金比率(％) 

 
③流動比率(％) 

   
④企業債残高対給水収益比率(％) 

  

【111.39】 
  

【1.30】 
  

【261.51】 
 

【265.16】 

114.00   5.00  400.00    700.00  

112.00 
  4.50  

350.00 
   

600.00 
 

110.00 
  4.00  

300.00 
     

108.00 
  3.50      500.00  

106.00   3.00  250.00    400.00  

104.00 
  2.50  200.00      

   2.00  150.00    300.00  

           

   1.50      200.00  

100.00     100.00      

   1.00        

98.00   

0.50 
 

50.00 
   100.00  

96.00   0.00  0.00    0.00  

 H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30 R01 R02 R03  H29 H30 R01 R02 R03 
当該値 112.37 111.44 108.71 108.28 102.62 当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 当該値 197.70 198.65 192.30 222.66 185.07 当該値 551.66 542.48 542.14 561.71 575.35 

平均値 112.15 111.44 109.01 108.83 109.23 平均値 1.00 1.03 3.70 4.34 4.69 平均値 355.50 349.83 365.18 327.77 338.02 平均値 312.58 314.87 371.65 397.10 379.91 

   

 

 

⑤料金回収率(％) 

  

 

 

⑥給水原価(円) 

  

 

 

⑦施設利用率(％) 

    

 

 

⑧有収率(％) 
  【102.35】   【167.74】   【60.29】  【90.12】 

106.00 
  

200.00 
 

70.00 
   

94.00 
 

104.00 
  180.00  

68.00 
    

92.00 
 

102.00 
  

160.00 
       

 

100.00 
  140.00  66.00    90.00  

   120.00  64.00      

98.00         88.00  

   100.00  62.00      

96.00         86.00  

   80.00  60.00      

94.00   60.00      

84.00 
 

92.00   40.00  58.00      

90.00 
   

20.00 
 56.00    82.00  

88.00 
  

0.00 
 

54.00 
   

80.00 
 

 H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30 R01 R02 R03  H29 H30 R01 R02 R03 

当該値 104.11 102.05 100.70 100.00 93.70 当該値 141.50 145.25 148.45 150.15 160.63 当該値 67.81 66.93 66.54 66.13 63.80 当該値 87.97 88.62 88.83 90.84 92.54 

平均値 104.57 103.54       98.77 95.79 98.30 平均値 165.47 167.46 173.67 171.13 173.70 平均値 59.74 59.46 59.67 60.12 60.34 平均値 87.28 87.41 84.60 84.24 84.19 

     
2. 老朽化の状況 

     

  
①有形固定資産減価償却率(％) 

  
②管路経年化率(％) 

    
③管路更新率(％) 

   【50.88】   【22.30】    【0.66】 

60.00    25.00    0.80   

50.00 
       

0.70 
  

           

        0.60   

40.00           

    15.00    0.50   

30.00 
       

0.40 
  

    10.00    0.30   

20.00           

        0.20   

10.00    5.00       

        0.10   

0.00    0.00    0.00   

 H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30 R01 R02 R03  H29 H30 R01 R02 R03 

当該値 41.10 42.43 43.58 44.10 44.69 当該値 8.00 7.62 7.48 17.56 18.15  当該値 0.68 0.52 0.30 0.42 0.49 

平均値 46.94 47.62 48.17 48.83 49.96 平均値 14.48 16.27 17.12 18.18 19.32  平均値 0.75 0.63 0.54 0.57 0.52 

 

1. 経営の健全性・効率性について  

①経常収支比率は、類似団体と近似であったが、ありあ
け浄水場の修繕費の増加により、100％を超えている
が、減少している。ただし、②累積欠損金も発生してい
ないことから、経営状況は健全な状態であるが、給水収
益等の減少と施設の修繕費等の増加が今後も想定される
ため、更なる効率化の取り組みが必要である。 
③流動比率は、100％以上を維持しているため、支払
い能力に問題はないが、類似団体平均と比較すると低値
となっている。 
④企業債残高対給水収益比率は、平成22、23年度に 
「ありあけ浄水場」の建設費として1,018,557千円を
要したことにより、類似団体平均値に比べ高値である。
また、給水収益の減少により年々増加している。 
⑤料金回収率は、給水原価の高値により100％を下回
っている。事業に必要な費用を給水収益で賄えていない
状況となっているため、料金改定の検討が必要である 
。 
⑥給水原価は、類似団体の平均値を下回っている。事業
運営の効率化等の取り組みを行っているものの、費用 
等の増加や年間総有収水量が年々減少することにより 
令和3年度は増加となった。 
⑦施設利用率、⑧有収率ともに、全国平均、類似団体平
均と比較すると高値であり、効率的な施設運営ができて
いる。 
（今後の対策） 
経営状況は、将来的な見通しを踏まえると楽観視はでき
ない状況である。 

安定した経営を維持していくために、今後も計画的に
更新事業を実施し、経常収支とのバランスを考 
え設備投資と借入を行っていく。 

2. 老朽化の状況について  

①有形固定資産減価償却率は類似団体を下回っているが
、上昇傾向であり老朽化が進んでいる。アセットマネジ
メントの取組みにより、水道施設の実質的な更新時期を
設定し、計画的に更新を行っていく。 
②管路経年化率は類似団体平均値より低いが、今後耐用
年数に達し更新時期を迎える管路等が増加する。 
③管路更新率は令和2年度より更新工事が増加し、 類似
団体平均と近似となっているが、低い状況であり、今後
も老朽化の進行を見据えた投資計画が必要である。 
（今後の対策） 

施設の経年化を正確に把握したことにより、耐震化も
併せた計画的、効率的な修繕、更新を行っていく予定で
ある。 

全体総括  

施設の管理状況は、類似団体と比較すると効率的に 
活用できており、健全な状況である。 

しかし、今後は人口減少や節水機器の高性能化による
収益の減少に加え、老朽施設が増加することによる費用
の増加が予測され、健全な事業経営のために長期的な 
対策が必要と考えられる。 
（今後の対策） 
将来にわたって上質なサービスを提供するために

、更新需要を考慮した経営戦略に基づき、安全で安定し
た供給サービスを永続的に提供できるように努めるとと
もに、永続的な運営のために料金改定の検討も必要で 
ある。 

 

人口（ 人）  面積(km 2 ) 人口密度( 人/ km 2 ) 

50,976 57.37 888.55 

現在給水人口( 人)  給水区域面積( km 2) 給水人口密度( 人/ km 2) 

48,509 35.95 1,349.35 

 グラフ凡例 

■ 当該団体値（当該値）  

— 類似団体平均値（ 平均値）  

【】 令和3 年度全国平均 
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